
様式 A  コンピュータシステム工学（宮下） 

科目にかかわる情報 

科目の 

基本 

情報 

授業科目 

（欧文） 

コンピュータシステム工学 

Computer System Engineering 
単位 ２ 

一般・専門の別・ 

学習の分野 

専門 

情報・制御 
授業形態・学期 講義・後期 

対象学生 ＥＣ－１ 必修・選択の別 選択 

担当教員・所属系  宮下卓也・総合理工学科情報システム系 

科目の 

学習・ 

教育内 

容にか 

かわる 

情報 

基礎となる学問分野  情報学／計算基盤／計算機システム・情報ネットワーク 

専攻科学習目標との

関連 

本科目は専攻科学習目標「（２） 電気・電子，情報・制御に関する専

門技術分野の知識を修得し，機械やシステムの設計・製作・運用に活用

できる能力を身につける」に相当する科目である。 

技術者教育 

プログラムとの関連 

本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（Ａ）技術に関する基礎知

識の深化，Ａ－２：｢電気・電子｣，｢情報・制御｣に関する専門技術分野

の知識を修得し，説明できること」である。 

授業の概要 
ソフトウェアに関する基本的技術，及び，論理式や論理回路等のハー

ドウェアに関する基礎知識について講義を行う。 

学習目的 

コンピュータの構成や実際に用いられる構成要素の機能を理解し，そ

の中で利用されている主要な技術を理解すること。また，論理式と論理

回路の対応を説明でき，論理回路を設計することができること。 

到達目標 

１． １．５大装置それぞれの役割とこれらの間でのデータの流れを説明

できる。 

２． 簡単な組合せ論理回路，及び，簡単な順序回路を設計することがで

きる。 

３． コンピュータシステムにおけるオペレーティングシステムの位置づ

けを説明できる。 

４． コンパイラの役割と仕組みについて説明できる。 

履修上の注意 

本科目は「授業時間外の学習を必修とする科目」である。１単位あた

り授業時間として１５単位時間開講するが，これ以外に３０単位時間の

学習が必修となる。これらの学習については担当教員の指示に従うこと。 

履修のアドバイス 
自分の専門以外の分野に関する内容も出てくるが，技術者としての視

野を広げる意味で，興味を持って学習してほしい。 

基礎科目 

本科における電子情報回路（電気電子 3 年），電子情報回路特論（電気

電子 5），コンピュータ概論（情報 3），ディジタル工学Ⅰ（情報 2），デ

ィジタル工学 II（情報 3）などマイコンや電子計算機に関係する科目 



関連科目 情報システム演習 I，II（専 2 年），数値解析特論（専 2） 

 



様式 B  コンピュータシステム工学（宮下） 

授業にかかわる情報 

授業の方法 
板書を中心に，できるだけ学生の理解度を確かめながら講義を行う。また，理

解が深まるよう演習やレポートを課す。 

 

 
授 

業

計 

画 

開講週 
授業時間内の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

授業時間外の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

後 

 

 
期 

１週 

 
２週 

３週 

４週 

５週 

 
６週 

７週 

８週 

９週 

１０週 

１１週 

１２週 

１３週 

１４週 

 

１５週 

・ ガイダンス，コンピュータの概

要 

・ コンピュータでのデータ表現 

・ ブール代数とディジタル回路 

・ 2 進演算と算術回路 

・ マイクロプロセッサのアーキテ

クチャ 

・ マイクロプロセッサの命令 

・ メモリ 

（中間試験） 

・ インタフェース 

・ 周辺装置 

・ ソフトウェア 

・ ネットワーク 

・ コンピュータシステム 

・ システムの信頼性の解析 
（期末試験） 

・ 期末試験の返却と解答解説 

学習内容ごとに適宜レポート課題を課

す。レポートは指定された期日までに提

出すること。 

 

教科書，教材等 
教科書：春日健，舘泉雄治「計算機システム」（コロナ社） 

参考書：馬場敬信「コンピュータのしくみを理解するための 10 章」（技術評論社） 

成績評価方法 

中間試験と期末試験を同等に評価する。（80％） 

・ 各試験はノートの持ち込みを許可しない。 

・ 各定期試験の結果が 60 点未満の人には補習，再試験により理解が確認でき

れば，点数を変更することがある。ただし，変更した後の評価は 60 点を超

えないものとする。 

レポート課題（20％） 

受講上のアドバイス 

学習内容はすでに本科で学んだ事項であるが，表面的な浅い学習・理解ではな

く，深く考え，本質を学びとってほしい。 

遅刻は授業時間（＝2 コマ）の 4 分の 1（＝0.5 コマ）刻みで取り扱う。 



 



 

ルーブリック 

 優 良 可 不可 

評価項目１ 

５大装置だけでな

く、周辺機器も含め

て、それぞれの役割

とこれらの間での

データの流れを説

明できる。 

５大装置それぞれ

の役割とこれらの

間でのデータの流

れを説明できる。 

５大装置のそれぞ

れについて、簡単な

説明はできる。 

左記に達していな

い。 

評価項目２ 

応用的な組合せ論

理回路，及び，簡単

な順序回路を設計

することができる。 

簡単な組合せ論理

回路，及び，簡単な

順序回路を設計す

ることができる。 

与えられた簡単な

組み合わせ回路の

動作を説明するこ

とができる。 

左記に達していな

い。 

評価項目３ 

コンピュータシス

テムにおけるオペ

レーティングシス

テムが担う機能や

役割について、具体

的に説明できる。 

オペレーティング

システムの位置づ

けを説明できる。 

軽微なミスが見ら

れるものの，オペ

レーティングシス

テムの概要を説明

できる。 

左記に達していな

い。 

評価項目４ 

コンパイラを用い

たプログラミング

について、具体的に

説明できる。 

コンパイラの役割

と仕組みについて

概要を説明できる。 

コンパイラ，イン

タプリタ，アセン

ブラの相違を説明

できる。 

左記に達していな

い。 

評価割合 

 
試験 発表 

相互 
評価 

自己 
評価 

課題 
小 

テスト 
合計 

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100 

基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0 

専門的能力 80 0 0 0 20 0 100 

分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0 



 
 


